










Presentation of Knowledge in the Gakushu-zukan
: The Shift in the Transformission of Meaning







版されたいわゆる学習図鑑の変遷を知るにあたって︑メディア・書籍としての物質的な特徴をつかみ︑分析の方針を得ることにある︒このために︑以下 順番で論を進めていく︒最初に︑最終的に達成目標とする分析への視点を示し︑その中での本研究ノートの位置を示す︒次に︑研究全体 視座及び方法を確認し︑その上で本論の分析手法を明らか する︒これに従って分析を行い終的には研究全体に必要な分析の全体像を明らかにする︒
　
現在日本では︑科学知識のあり方が様々に問われるようになっ
ている︒それは︑まさに「自らの手に負えない高度な専門性」が危険やリスクを増大させ︑特に先の東日本大震災とその影響によって︑そのことが可視化するような契機が︑多くの人に現に経験されていると う点 大きいだろう︒同時にそれはわたしたちにとって︑知識といかに接しているか また接してきた結果 ものなのかについ 考える機会を与えるものでもある︒本研究の大元の関心は︑近代以降のわたしたちにとって︿科学知識﹀とはいかなるも であったのだろうか︑という点にあ ︒　
日本での一般社会における科学知識のあり方を考えるとき︑大











スメディアという概念が複製技術とともに実体化し︑普及することで多くの場所で経験されてきたことではある︒教育の役割が「知識の欠如している人に知識をもたらす」こととして信じられていた時代における︿科学知識﹀は︑ひたすら啓蒙的なも として存在していた︒そしてその︿科学知識﹀ プロパガンダの手段して認識されていたマ 結びつけられ︑教化することで「もたらすべきもの」になっていたことは︑日本に限 ず普遍的な経験の一つと言っ もよいだろう︒この意味で プロパガンダが駆使された戦争 う出来事は一つ ポイントとして考えられる十分な条件を備えているのだ︒　
日本は︑敗戦という特殊な状況で戦後を迎えることになる︒こ
















映画」では︑日本の科学映画が︑ 「教育映画」 枠組みをわかちがたくまとい その中で十五年戦争の状況下でプロパガンダ的な性質を含んだ映画ジャンルの概念として「文化映画」があったことを指摘している
（
1）︒そして文化映画とは異なったものとしての︑



















する解明が︑その対象が「娯楽」であるゆえに優先されているのだろう︒ここには︑文化を上位／下位に分類するような教養主義的マルクス主義の影響が想定される︒これらの点から︑戦前／戦後の区分の自明性の解消と すでに研究が蓄積されつつある占領期のほかに︑高度経済成長期 後の影響期を対象に含め ことが︑日本 ポピュラーカルチャー研究にとって大きな課題となっているといえる︒研究の目的と先行研究　
本研究ノートが目指す研究はこれらの先行研究の流れの中に位






することで︑ 「技術の取り扱い方」の説明と︑その理解に説明書の書式が分かちが く結びついていることを示している︒この研究からは︑科学・専門的な知識が必ずしも「学校教育」を経由して教授されるわけではなく それらのやり方ごとに固有 事情があることがわか ︒　
本論が︑ポピュラーカルチャーという広く様々な人が接する可





味は持っているが︑しかし教科書のように学校で用いられ わけではない︒その上︑全く専門的な知識を持たないような子どもを対象として るも である︒そのような性質を持つ書籍ジャンルだけに︑教科書のような書籍よりも︑一層購買・消費されることを意識して作られ はず して︑より広い受容者層




というメディアがどのように受容され︑そのことで受容者の︿科学知識﹀を形成してきたか︑を明らかにするこ が目的となる︒前述したように︑その受容経験を明らかにするにあたっては内もさることながら︑ そ 物質的性格ゆえ ︑受容者に受容に際して求める理解 式が重要な観点となるだろう︒　
後述するように「学習図鑑」という語がついている書籍を概観













の際に用いるモノ 指す語が︑いかに結びついて使い分けられているかの様相解明であ こ 二つの作業が完遂し 総合されることで初めて本節冒頭 示した目的 果たされることになる︒　（
1）
は︑もっと大枠の書籍と読者に関する研究が明らかにして


























































すなわち受容者の理解経路を明らかにすることだからである︒したがって実際 資料を見ながら︑受容者がどのようにその理解を達成していたか︑に注目し︑それを復元するような記述を行う︒これは体裁や書式に目を向けながら︑そこか 受容者がどのような受容経験を得 復元するような作業になる︒　
分析に入る前に︑分析に用いた資料の特性と資料選択の理由を
簡潔に記す︒本研究ノートでは︑学習図鑑と百科事典 資料に用
いる︒一九五〇～七〇年代は︑学習図鑑︑百科事典ともに刊行数が多く︑特に百科事典は後述するようにブームであった いえる︒その中で︑出版年鑑等の記 からある程度の刊行数を予想できる出版社 ものを用いた︒刊行数において中心的な出版社は年代によって変化するため︑例えば学習図鑑の場合︑一九五〇年代であれば保育社︑一九七〇年代であれば学習研究社のものが中心になる︒分析で例示する事例は それを反映するように留意した︒　
なお︑先に記した作業の内容と資料についてあわせて本研究





























一面しか指していないものでもある︒この定義をもとに︑ 「学習図鑑」という語の付された書籍を手に取 と︑困惑するのではないだろうか︒なぜなら︑そもそも「標本」として提示できないような抽象的なトピックのものがか り多く存在しているからである︒　
同書を見ると︑いかに「同 」という活動が︑受容者が図鑑に













した︑という意味での絵の詳細さも︑ ﹃鳥類魚貝学習図鑑﹄と比べるとかなり低 ように見える︒これでは「同定」することは難しかっただろう︒一体どのよ な受容がされていたのだろう︒ここで一つ手がかりにしたいのが︑ 「フィールドガイド」という書籍ジャンルであ ︒　
その名の通り︑フィールドガイドとは︑野外で生物を観察する
際にその種や名前を同定する めのも である︒最 有名なものとしては︑アメリカで一九三四年 初めて出版され︑現在まで対象の地域や装丁を変えて発行され続けているロジャー・トーリー・ピーターソンの
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であり︑その上ハードカバーであることから持ち出して使用することはそれほど想定されていないだろう︒よって︑最初から同定のため「だけ」に書籍がデザインされ い ︑ は言いがたいのである︒つまり︑フィール ガイ は︑受容者に「同定する」という行為 指示を︑明確 の物質的 レベルからも指示しているが︑図鑑はそうで ないということだ︒　
見開きでＢ
4になるサイズ︑というのは眺めるにはちょうどよ

















る︒各々の図はこのトピックがあれば︑そのトピックに沿ったものとしてある程度理解が可能である︒しかし反対に︑いろいろ並べた中から「たべ物の消化」というトピックに沿ってこれらをピンポイントで選ぶことはできないような関係になっている︒また︑右ページの円グラフは︑図 題名がないため少し考えて まうのではないだろうか︒ま 右ページ下部の「びんづめ︑ んづ
め」 ︑ 「つけ物とくん製」 ︑ 「食べ物をあらすもの」の図は︑ 「たべ物の消化 というトピックからはかけ離れているように感じる︒　
つまりこの図鑑の作りは︑一つ一つの図がトピックに沿って











































































































































































本文の割合が多くなって読み物的性質は一層増す︒しかし︑図に対するキャプションという要素 あるため︑本文と図版の関係はある種乖離してくるようにも見える︒すなわち それまでの図版は︑図版がキャプションを持た いこ から︑受容者はどうしても本文との関係から理解せざるを得 ような︑理解形式を求められていた いえるのだ︒この﹃科学図説シリーズ﹄では︑図版に対してキャプション あ ため︑見開きのトピック いし本文との関連と同時に︑図版単独 理解も可能になって るという点が特記できる︒　
講談社の「学習図鑑シリーズ」は︑一九五六年頃には﹃学習大










































それほど長くは出版されなかったようである︒ここには「図鑑」という概念が含んでいる書籍の形態に読み物のようなあり方が含まれるかどうか︑という点に揺らぎが生じたことが見て取れるだろう︒　「読み物」的な書籍のあり方が図鑑に包摂されなくなることは︑標本型の図鑑の独壇場を意味して るのだろうか︒七〇年代に入る頃に見られるようになるのが︑ 「図の独立型」というレイアウトであ ︒一九七〇年代 後半に作られた図鑑 中 は︑二〇〇年初頭まで版を重ねていたものもある
（
7）︒これ以前の時期にはそこ
まで長く版が改訂されないと 事例が見られないこ から︑一九七〇 代は前記のような学習図鑑 関す 現在的な一般的概念及び形式が成立した時期ととりあえずは見ることができるだろう︒このような点から︑一九七〇年代は学習図鑑にとって一つの完成形を示す時代であるといえ　
論を先取ると︑この「図の独立型」は︑学習図鑑と百科事典を









右上に「小型国産車のエンジン」という項目がある︒こ 図ではリアエンジンの内部構造が透けて見えるよ 描かれ︑どのよう位置しているのかわかるように っ いる︒しかし一方で︑この図を見てエンジ 構造」をわ した は理解するこ きるだろうか︒付帯しているキャプションを読むと︑すでにエンジンの構造につい ある程度 知識がある人 理解でき ︑という程度のもの ︒　
機械は︑思いの外図示の難しい対象なのである︒それは︑図示













とに番号が振られて︑欄外に説明書きがついている︑という方法である︒この方法では︑ 「機能」を示す部位が︑機械の全体の中でいかなる位置を占めているか という意味で 構造の理解が受容者に要求されている︒すなわち それは機械という空間 構成要素を︑その要素の空間的な位置の集合性によって把握 ると う理解形式の要求でも 構造機能主義的な把握の仕方︑と言ってもよいだろう︒　
先ほどの﹃学習機械図鑑﹄の事例のうち︑左上の「撮影機の構
造」を見ると︑やはり結局 ところよくわから ︑というのが実際のところではな か︒一つ一つの要素の機械全体の中での空間的位置を把握するとい ことは︑その「機能」を示すことと必ずしも同等にはなら 点がその原因であるだろう︒つまり︑結局のところ別に本文たる説明がなければ︑そ 全体における「機能」は理解ができないといえる︒この意味で 内部 構造
を示す図としての図示はそれだけでは︑すでにそれについての知識を持つ人以外には正確な理解を促すことは難しいのだ︒全く映写機について知らない人は︑突然「スプロケット」などという語が出てきても何のことかわからないのである︒図を見ると うもスプロケットなるも は︑円形らしい︑くらいの情報しか得ることができないだろう︒むしろ んだかよくわからないゆえに機械のブラックボ クス的な側面が強く受容されていた可能性すら想起できる︒このような理解 強い れる要因とし は︑内部の構造を示す図であることに加えて︑この 鑑の事例では図版の簡略化が起きていることも考えられる　
あるいは︑このような内部の構造を示す図における簡略化は︑
学習図鑑が「学習」に配慮されているゆえに起きていることである可能性もあるだろう︒一般的に子ど に向けて知識を提示する場合には︑なるべく簡略にし︑複雑なものを省くよう やり方がとられ︑同時に「実際に沿って正確」 あ こと 配慮するからである︒そこで︑対象の受容者に大人 想定してい 分野別の百科事典の機械ジャンルのも を参照し みよう︒　
分析の対象にするということで︑百科事典については少し説明

















































義の百科事典では︑一つの事項の説明が数十ページにわたることもあり︑こうした場合には図 用いられることもある︒有名な例としてはブリタニカ百科事典など 挙げ よう︒　
日本の百科事典に関しては︑一九六一年の平凡社の﹃国民百科
























活で必要だったとは思えないほど高度な科学の知識についての百科事典などであ こ し ある種の「特殊」な百科事典の登場と︑印刷技術の高度化は同じ時期に推移し︑七〇年代に入る頃には百科事典に図が付帯す のは当然の になっていた︒　
また︑比較的早い時期から子ども 百科事典は多く存在し




















まったも だが︑これより早い時期 もの して特記できる
（
14）︒シ
リーズは全十二巻で 分野別に一冊の構成になっている︒図版は豊富であるが︑時期的にモノクロ図版が大半を占め︑カラーのものは少ない︒内容的なレベルとしては︑高等学校 理科程度のものまで含まれ︑一般向けというこ を考え ばかなり高度であると考えられる︒　
この事例では「内部の構造を示す図」はそれほど多く含まれて




















内部の構造を示す図から線が びてその先に各部位の説明が付されている︒前の図と同様に簡略化は起き ないが︑本来 実物にはないと考えられる色をつけることで︑視認性をよくしている︒
図 6　




















































わかる︒一つには図版におい ︑そこに含まれる情報 すべて伝えようとする場合︑何らかの形での付帯説明なしでは難しいという点である︒そし もう一つには︑すべから 機械について「説
明する」という活動は︑その機械の作動のシークエンスを示さねばならないものであり︑その点で静止画である図版というフォーマットは︑もとよりディスアドバンテージを抱えているのだという根源的な問題である︒　
これらの点から考えると︑内部の構造を示す図による簡略化︑























































































これらの提示は明確にトピックとそのトピックに関する簡単なサブタイトルを付した見開き完結ごとの単位で行われているという点である︒この編集上の手法で重要な点は︑一つには単純に図示する際のスペースが大きくなり︑視認性が増すこと ある︒もう一点重要な は︑そ で提示される機械の説明自体が含まれる︑より大きなコンテクストがなく断絶されているという点でコンパクトな理解が可能になっていることである︒　
もちろん︑てんぷらうどんの自動販売機とジェットエンジンで



















































































うな仕組みで機械として存在することになっているのか を理解するのには困難があった︒当初はその仕組みは単純 構造 それを構成する要素を見せること 提示されていた︒そこでは受容者は実際の機械の動きではなく︑いわば「機械が含んでい 空間」を把握させられていたのだ︒　
この後︑機械の存在をその動きによって示そうとする流れが出
てくる︒百科事典におい は内部の構造を示す図と説明の併用によっ それを実現していたが︑学習図鑑においては︑そうしたやり方に加えて選択的なトピックと見開き完結での提示によっ ︑さらにその理解を子ども向けにすることに成功していたのだ た︒　
この結果からは︑学習図鑑と百科事典の一つの差異も見えてく
る︒それは︑図版 持つ意味がそれ単独で理解が可能なものなのか︑そうでないのかという違いである︒百科事典の中の機械に関する図版に︑説明が必要だったのは︑内部の構造を示す図という図式が持つ性質に加えて それが百科事典の本文のコンテクストの中で示されるものでもあった らである︒こ 意味で︑百科事
典においては図版と本文は不可分に関係しているものであった︒　
しかし︑学習図鑑においては︑そもそもの本文のぎりぎりまで
の排除と見開き完結というページごとのコンテクストの仕切り直しによって︑図版は独立性を持つようになる︒そこでは初めて「図によって解説する」ことが図版単独の仕事として成立するようになる︒平たく言えば︑ 「内部の構造を示す図」から「図解」へと書式が移行したことで︑学習図鑑は現在的な表現形式を完成させたという側面が見られるのである︒　﹃学習機械図鑑﹄の時代も︑ ﹃図説科学シリーズ﹄の時代も学習図鑑は一貫して見開き完結のフォーマットを維持して た︒しかし︑そのときどきによって意味合いは異なり︑そのフォーマットが完全に学習図鑑の特色とし 成するのは 本研究ノート 分析から見れば一九七〇年代中盤以降である︒前述したように学習研究社の﹃学習図鑑シリーズ﹄は一九七〇年に刊行が開始されている︒同 社史には︑この時に編集を行う際に見開き完結になることを明確に意識したことが明記され いる
（
17）︒それがどのよう





















































造を示す図」の多くが設計図に手を加え も であった︒しかし︑戦時下におけ 雑誌﹃機械化﹄
（山海堂出版︑一九四一年頃）
を見る
と︑雑誌という別メディア おいては︑ 「機械について説明すること」を図版が行う上での困難をかなり克服していたこと わかる︒
































4）  ﹃極彩色の学習鳥類魚貝図鑑﹄ ︑八〇～八一頁︒
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﹃機械化﹄山海堂出版︑一九四一年頃～︒﹃機械の図解 学習研究社 七七 ︒﹃国民百科事典﹄平凡社︑一九六一年︒﹃村と町と都市﹄講談社︑一九五三年︒﹃最新科学図鑑
　
機械時代
　
上下﹄アルス︑一九三三年︒
﹃新学習指導要領による保健衛生図鑑﹄保育社︑一九五二年﹃出版年鑑
　
一九六二年版﹄出版ニュース社︑一九六二年︒
﹃出版年鑑
　
一九六四年版﹄出版ニュース社︑一九六四年︒
﹃図説科学大系
7　
力と運動﹄平凡社︑一九五九年︒
﹃学習百科断面 図鑑﹄講談社︑一九五九年︒
